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論文の内容の要旨
　高等植物におけるリン脂質代謝を介した情報伝達系の機能を調べるために，種々の脂質代謝酵素の遺伝子単離
がなされており，ホスファリパーゼC，PIP5キナーゼの遺伝子発現が浸透圧ストレスに誘導されることがノーザ
ン法によって明らかにされてきている。このことから高等植物において，浸透圧ストレスによってリン脂質代謝
に変化が起こる可能性が示唆されていた。本研究では，実際に浸透圧ストレス処理によって，脂質代謝に変化が
起こるのかを調べて，シロイヌナズナでは乾燥処理により処理後5分をピークとする一過的なジアシルグルセロー
ル（DAG）の産生が誘導される生理現象を見出した。これは高等植物においてDAGやDAGがリン酸化されて産生
されるホスファリジル酸（PA）が乾燥ストレス応答に関わっていることを示唆している。本研究ではリン脂質の
代謝制御の役割を理解するために，DAGとPAの産生，分解を行うジアシルグリセロールキナーゼ（DGK）および
ホスファチジン産ホスファターゼ（PAP）遺伝子を単離して生化学的な解析を行った。更にトランスジェニック植
物を用いて，これらの遺伝子の環境応答における生理機能を解析した。
　本研究では，高等植物で初めてDGK遺伝子およびPAP遺伝子をシロイヌナズナから単離しA㏄幻，A亡㎜1と
名付けた。乾燥ストレスに対する遺伝子発現をノーザン法にて調べた結果，A醐は30分，A㎜コは！0分をピー
クとする早い発現応答していることを明らかにした。大腸菌にて作製したAtPAP1組換えタンパク質はゴηyゴ亡ro
でPAP活一性を有することを示した。また出芽酵母のSc㎜1遺伝子破壊株が凝集する形質を利用してAtPAPlの
機能相補実験を行った結果，AtPAPユはScPAP1の遺伝子破壊形質を部分的の相補し，AtPAP1はjηvゴvoでPAP
の機能を有することを示した。A㎜1プロモーターGUSリポーター融合遺伝子を導入されたトランスジェニッ
クシロイヌナスナ．を用い，組織化学的なAtPAPユ遺伝子の発現解析を行った結果，非ストレス条件下では根や花
茎の伸長領域で，乾燥ストレス条件下では植物体全体でA撒1遺伝子が発現することが明らかになり，A之PAP
ユは乾燥ストレスに応答して植物体全体で機能していることが示唆された。
　また本研究ではPA→DAGの反応が抑制された場合の植物個体での影響を見るためにアンチセンスA㎜！ト
ランスジェニックシロイヌナズナを作出し，その表現型を解析した。アンチセンス植物と野生型植物のDAG含
量を定量し，非ストレス条件下では各組織におけるDAG量に有意な差異は見られないこと，ストレス条件下で
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は野生株で見られる5分をピークとした一過的なDAGの産生が見られないことを見出した。このことからシロ
イヌナズナでは，乾燥ストレスを受容するとPAPによりDAGの産生が起こることが明らかになった。
　本研究から高等植物シロイヌナズナにおいてDAGまたはPAが，乾燥ストレス応答に関与していることが示さ
れ，植物の環境応答に脂質代謝が関与していることが明らかになった。
審査の結果の要旨
　本研究は，これまで高等植物では明らかにされていなったリン脂質代謝を介した外界からの乾燥ストレスの応
答機構を遺伝子レベルで解析し，新たな知見を得たものである。特に2次メッセンジャー様の機能があることが
動物の研究から示唆されているリン脂質のジアシルグリセロール（DAG）とホスファチジン酸（PA）の代謝に関わ
る遺伝子を植物で初めてクローニングし，さらにその環境応答における生理機能を明らかにした。
　DAGとPAはリン酸化及び脱リン酸化によって相互に変換する。本研究ではその反応を触媒するジアシルグル
セロールキナーゼ（DGK）遺伝子とホスファチジン酸ホスファターゼ（PAP）遺伝子をそれぞれ植物から初めて単離
した。ノーザン法及びプロモーターGUS形質転換植物を用いた詳細な発現解析を行い，これらの遺伝子が乾燥ス
トレスにより誘導されることを初めて明らかにした。さらにPAP遺伝子のアンチセンストランスジェニック植物
を作製し，リン脂質代謝を変化させることによってその酵素の植物個体での機能解析を行った。その結果，シロ
イヌナズナにおいて乾燥ストレスによる一過的なDAGの産生はPAPを介していることを明らかにした。本研究
は植物の環境ストレス応答にリン脂質の代謝，特にPAのDAGへの変換が関与していることを初めて明らかにし
た。本研究はリン脂質の代謝に関わるPAPが重要な役割を果たしていることをアンチセンス植物を用いて個体レ
ベルで明らかにした点で独創性があり，植物の環境応答におけるリン脂質の機能研究の進展に大きく貢献するも
のと評価される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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